




























要約:今日の子どもの健康問題の予防には乳幼児期からの好ましい保健行動、病気対処行

動を導くことが肝要である。そのためには乳幼児期にどのような乳幼児期の生育歴、生活

態様をとることがその後の保健行動、健康状態に影響するのかが明らかにされなくてはな

らない。本研究はこれを明らかにし保健育児指導の科学的根拠となる資料を提供するもの

である。

本研究では、小学 1年生、4年生、中学 2 年生各 300 名とその保護者の計 900 組を対象に

自記式調査票を用いて保護者から乳児期の情報を収集すると同時に、児童生徒から現在の

保健行動、保健信念、病気対処行動、健康状態について質問し、関係を考察することを計

画した。

本年度は、調査の基礎となる文献収集、質問票を作成し、パイロットスタディーを施行し、

信頼性、妥当性の検討を行った。


